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｢カオスとその周畢｣
§3 課題
(i)(i)の系の軌道分離を異なるタイムスケールで考えると,無限のタイムスケール (i-0)では(i)の
方が指数関数的な軌道分離を起こすが､短いタイムスケールでは図7のごとく､角があるために(i)の方が
急激な軌道分離を起こすと考えられる｡つまりタイムスケールを長くすることによって､混合性の強さが逆
転する｡このことが､どのようなかたちで対応する量子系にあらわれるかという視点で(i)(i)の系をさら
に調べていきたい｡
ここで取り上げた多角形ビリア-ド系は､種数が(1< g<0)となるとき擬可積分系とよばれる系にな
る(3).近年Heuerらによって指摘されたperiodicorbitscalp(5)が､より可積分系に近いこの系でも見られ
るか?また種数の違いは量子力学にどのように影響するか?等も併せて考えていきたい｡
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